
令和元年度 学研フォーラム

実践レポートⅠ
『主体性と向き合った４年間を振り返って』

⾧崎県立諌早高等学校



⾧崎県立諌早高等学校の紹介
併設型中高一貫校（内進３回生まで高校卒業）
１学年＝内進120名＋高入160名＝280名
創立109年
校訓・・・自立創造

所在地・・・・諫早市
人口＝約１３万５０００人
Ｖファーレン⾧崎本拠地



進路の多様性が学校に活力を与える。
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自由時間を増やす。拘束時間を減らす。
つまり課題、課外、テストを減らす。

自由な時間を主体的に活用するための「新しい学び」
を提供する。

ふり返りシステム（ＰＤＣＡサイクル）を開発する。



早朝課外の廃止
休日課外の軽減
校外実力の軽減
特別学習の自由化
課題の精選
学習合宿改革

◆希望者対象イベント
・グローバル講演会
・東大寺子屋
・医学部勉強会
・ワールドカフェ

◆ＰＤＣＡツールの開発
・志手帳（計画・メモ・ふり返り）
・ポートフォリオ(小さなふり返り）
・ルーブリック評価（大きなふり返り）

◆全員対象イベント
・ＣＤＡ学習
・課題研究
・Brush-upタイム



諌早高校生の行動目標



本人裁量時間を増やす。拘束する時間を減らす。
つまり課題、課外、テストを減らす。

自由な時間を主体的に活用するための「新しい学び」
を提供する。

ふり返りシステム（ＰＤＣＡサイクル）を開発する。



諌早高校の空気を変えよう。

グローバル講演会



グローバル講演会と従来の講演会の違い

講演で聴いたことをもとに、いろいろな人
と対話し、自分事にする。

ゲストは、企画チームの一員。今後、諌早高
校のサポーターになってもらう。

１日で終わるイベントにしない。ＣＤＡや課題研
究にもつなげていく。



9:00 •ゲスト本校入り

10:00 •グローバル講演会開始

12:30 •ゲストとランチタイム

13:30 • ワールドカフェ開始

16:30 •ゲストへ本気の質問コーナー

17:30 •企画チームとKTPふり返り



～企画チームの仕事～

・テーマプレゼン、ゲストプレゼン
・依頼文の作成→思いを伝える文章
・広報活動→惹きつけるポスターの作成
・事前学習→話題提供、問題意識づくり
・講演会前説→聴衆を惹き付ける３分のプレゼン
・講演会後説→究極のアドリブ
・ファシリテーター→講演内容を自分ごとにする。
・ふり返り→掲示物による共有。



グローバル講演会の教育的効果
～全校生徒にとって～

・大学で学ぶ意味や職業観をつくる。
・課題研究やＣＤＡの深まり、ネットワークの広がり
・プレゼン資料の作り方、聴衆を引きつける話し方
・もがき、悩む大人の姿を知る。
・失敗を恐れない。失敗から学ぶ姿勢
・人の巻き込み方（コラボレーション）
・日本人としてのアイデンティティ
・グローバルという言葉の本質を考える



日本語の総合力を育成する。

ＣＤＡ学習
Comprehension(理解）
Discovery（発見）
Ambition(大志）



【目的】
・志望理由書や小論文を通じて複眼力や表現力を養う。
【時間】
・早朝のBrush-upタイム（１５分×２日）
・土曜課外（５０分）
・夏冬課外（５０分）
【内容】
・新聞を使って教員からの問題提起（学年共通）
・グローバル講演会テーマ学習（ 1年・ 2年）
・ＡＰを読み解こう（2年）
・クリティカルシンキング対話（2年・3年）





課題研究（探究）
～０を１にする～

価値
創造

問題
解決

表現 協働

・１年 課題研究オリエンテーション・テーマ決め
・２年 課題研究（修学旅行班活動とも連携）

文化祭でのポスター発表
・３年 課題研究発表会（分野→学年）

ルーブリック自己評価＋論文作成



目指すべきレベル
・好きなこと→課題解決、価値創造→進路決定
・問題提起で終わらない。
・社会と関わる。（ネットと自分達で完結しない。）
・データの信憑性を考える。
・出典元の書物をしっかり読む。
・最後は、ひとりで論文!!



本人裁量時間を増やす。拘束する時間を減らす。
つまり課題、課外、テストを減らす。

自由な時間を主体的に活用するための「新しい学び」
を提供する。

ふり返りシステム（ＰＤＣＡサイクル）をつくる



振り返りシステム
（ＰＤＣＡサイクル）

志手帳
ルーブリック評価

キャリア検討会＆面談



諫早高校生の使いやすさを追求し、生徒たちのアン
ケートをもとにコンテンツを決定

今後は、作成から使用手引きまで、生徒たちが行う
ように企画中。

【コンテンツ】
・学校年間行事 ・月間、週間スケジュール表
・定期考査前14日間計画表 ・Brush-up計画表
・講演会ふり返りシート ・対話振り返りシート
・校外活動の記録 ・面談の記録 ・大学調査の記録
・志望理由書ワークシート ・部活動大会振り返り



ルーブリック評価表による自己評価



キャリア検討会によるシェア
・生徒の偏差値には目を向けず、生徒のキャリアを検
討していく会。→面談で生徒とのシェア
【使用データ】
・志望校（推移）
・資質能力ベースでのアセスメント評価（推移）
・本校ルーブリックによる自己評価（推移）
・志望理由書
・エビデンス（表彰歴・役職歴・活動履歴・行事参加歴）
・課題研究テーマ
・外部英語検定スコア



トビタテ留学ジャパンに３名が合格
数学オリンピック本戦出場
各種英語スピーチコンテストで活躍
 JENESYSによる海外研修
地域を盛り上げる学生団体を結成
国連で英語による平和スピーチ
県外の小学校で平和学習の授業をする生徒



令和元年度 生徒企画
「学習する部活動」

いま、社会問題にもなっている部活動。
部活動の在り方を生徒自らが考える。



まとめとして・・・・



学校改革の流れ（諌早モデル）
・生徒が変わる＝進学先が変わる。文化祭が変わる。

体育祭が変わる。部活動が変わる。
・卒業生が変わる＝退学者減少。インターンシップ増。

・入学生が変わる（地域の見方が変わる）
＝新たな地域からの入学者
＝面接試験にて
＝学校評議員会にて

・教員はが変わるのは、もう少し先・・・・



生徒と社会をつなぐ、生徒と生徒をつなぐ役割

生徒が「してきたこと」と「進路」をつなぐ役割

生徒の「思い」や「してきたこと」をメタ認知させ
る役割

 「教科」と「キャリア」をつなぐ役割



Ⅰ 新たな言葉（共通言語）が生まれる。

Ⅱ それが当たり前になり、学校の文化となる。

Ⅲ それが諌早高校生のアイデンティティにな
り、母校愛や誇りが生まれる。

Ⅳ そのアイデンティティを持ってグローバル社
会(まずは大学)へ旅立つ。

諌早高校における学校改革の変遷



主体性は、本当に身についたのか？

そもそも、主体性は評価できるのか？

いまだ、残る課題



ご清聴ありがとうございました。


